
ア
フ
リ
カ
大
陸
最
高
峰
が

俺
た
ち
の
仕
事
場

Tanzania
［タンザニア］
 文・写真＝船尾 修 （写真家） 

ポーターたちは頭の上に荷を載せる
ほうが簡単で楽なのだという
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ア
フ
リ
カ
大
陸
最
高
峰
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
。

私
に
と
っ
て
は
記
念
碑
的
な
山
で
あ
る
。
大

学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
の
1
9
8
4
年
、
初
め

て
の
海
外
旅
行
が
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登
山
だ

っ
た
。
そ
の
後
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
4
年
以
上

に
わ
た
っ
て
放
浪
、
写
真
家
に
な
る
き
っ
か

け
を
つ
か
ん
だ
。
以
来
、
こ
の
山
と
は
ず
っ

と
向
き
合
っ
て
き
た
。
撮
影
、
テ
レ
ビ
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
お
客
を
連
れ
た
ガ
イ

ド
、
も
ち
ろ
ん
純
粋
に
登
る
た
め
に
、
私
は

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
か
ら
こ
れ
ま
で
計
30
回

近
く
も
頂
上
に
立
っ
た
。

　

ひ
と
り
だ
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
必

ず
現
地
の
ガ
イ
ド
が
そ
ば
に
い
た
。
国
立
公

園
の
規
定
で
登
山
に
は
ガ
イ
ド
の
同
行
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、
任
意
だ
が
コ
ッ
ク
を
同
行
さ
せ
た
り
、

あ
る
い
は
ポ
ー
タ
ー
に
重
い
荷
物
を
持
っ
て

も
ら
う
登
山
者
も
多
い
。
ル
ー
ト
そ
の
も
の

は
間
違
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の

の
、
6
0
0
0
メ
ー
ト
ル
近
い
キ
リ
マ
ン
ジ

ャ
ロ
で
は
高
山
病
を
発
症
す
る
人
も
多
く
、

ガ
イ
ド
の
助
け
な
し
で
は
実
際
に
は
登
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
も
少
な
く
な
い
。

　

ガ
イ
ド
や
ポ
ー
タ
ー
の
多
く
は
、
山
の
ふ

も
と
に
暮
ら
す
チ
ャ
ガ
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち

だ
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
農
民
で
、
雨
期
に

は
畑
に
出
て
、
バ
ナ
ナ
や
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
。
登
山
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
契
約
し
て
い
る
旅
行
会
社
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
羽
毛
服
や
寝
袋
な
ど
を
ザ

ッ
ク
に
詰
め
て
仕
事
に
出
る
。
一
回
の
登
山

に
要
す
る
日
数
は
、
5
日
か
ら
6
日
程
度
。

一
部
の
例
外
を
除
く
と
、
山
へ
入
る
の
は
ほ

ぼ
全
員
が
男
性
。
つ
か
の
間
の
出
稼
ぎ
と
い

う
わ
け
だ
。

F E

BC

A.アンボセリ国立公園（ケニア）側からキリマンジャロを眺める

B.標高4,000メートル近く
で見られる珍しい植物ジャ
イアント・セネシオの群落
C.キリマンジャロのふもとに
は熱帯雨林の森がうっそう
と生い茂っている
D.固有種のインパティエン
ス･キリマンジャロが登山者
を迎えてくれる

E.外国からの登山者を見慣れているチャガの子どもは人懐っこい
F.ふもとのモシの街近くで開かれる青空市場ではバナナが取引されている
G.海外からの登山者の装備を頭の上に載せて運ぶポーターたち

D

G
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ジ
ョ
セ
フ
は
ガ
イ
ド
連
中
の
中
で
も
私
の

最
も
親
し
い
友
人
で
、
付
き
合
い
は
10
年
以

上
に
な
る
。
バ
ナ
ナ
農
園
に
埋
も
れ
る
よ
う

に
し
て
建
っ
て
い
る
彼
の
家
を
何
度
か
訪
ね

た
こ
と
が
あ
る
が
、
暮
ら
し
ぶ
り
は
至
っ
て

質
素
な
も
の
だ
っ
た
。
二
部
屋
あ
る
う
ち
一

部
屋
が
寝
室
で
、
ベ
ッ
ド
に
寝
る
の
は
彼
と

奥
さ
ん
、
ふ
た
り
の
子
ど
も
は
ソ
フ
ァ
ー
か

床
で
寝
る
の
だ
と
い
う
。
居
間
に
は
唯
一
の

家
電
製
品
の
白
黒
テ
レ
ビ
が
一
番
目
立
つ
場

所
に
置
か
れ
、
奥
さ
ん
手
編
み
の
レ
ー
ス
が

掛
け
ら
れ
て
あ
っ
た
。

　

山
頂
に
あ
る
氷
河
の
す
ぐ
そ
ば
で
、
「
フ

ナ
オ
、
ち
ょ
っ
と
教
え
て
ほ
し
い
の
だ
け

ど
、
こ
の
氷
河
っ
て
本
当
に
溶
け
て
な
く
な

る
の
か
？
」
と
ジ
ョ
セ
フ
が
唐
突
に
尋
ね
て

き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
登
山
者
が
、
温
暖
化

で
氷
河
が
溶
け
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
教
え
た
ら
し
い
。
私
が
「
あ
あ
、
科
学
者

は
20
年
で
溶
け
る
と
言
っ
て
た
よ
」
と
半
分

冗
談
め
か
し
て
答
え
る
と
、
彼
の
顔
は
真
剣

そ
の
も
の
に
な
り
、
「
そ
う
な
っ
た
ら
俺
た

ち
の
仕
事
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
暗
く

つ
ぶ
や
い
た
。

  

「
ど
う
し
て
？
」

 

「
だ
っ
て
登
山
者
は
氷
河
を
見
に
来
る
ん
で

し
ょ
」

　

温
暖
化
の
暗
い
影
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

忍
び
寄
っ
て
い
る
。
私
が
「
い
や
、
登
山
者

は
ア
フ
リ
カ
大
陸
最
高
峰
と
い
う
点
に
惹
か

れ
て
来
る
の
さ
。
大
丈
夫
だ
よ
」
と
フ
ォ
ロ

ー
す
る
と
、
安
心
し
た
表
情
に
な
っ
た
。
改

め
て
彼
ら
の
生
活
は
こ
の
山
に
支
え
ら
れ
て

い
る
ん
だ
と
、
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

H.山頂の氷河は温暖化によって年々後退が進んでいるといわれている

I.山頂付近の雪道を行く登山者たち。背後には、もう一つのキリマンジャロの峰であるマウエンジー峰が見える

J.キリマンジャロの空撮。巨大なクレーターが望める

L

M

K

K.キリマンジャロ山頂5,895メートル
はアフリカ大陸の最高地点でもある
L.時折、霧の流れる山中で休息を取
るポーターたち
M.トウモロコシ粉を湯に溶いて「ウジ」
と呼ばれるスープ状の飲み物を作る



首都 ： ドドマ（法律上の首都、事実上の首都機能はダルエスサラームにある）
面積 ： 94万5,000ｋ㎡（日本の約2.5倍）
人口 ： 約4,043万人（2007年）
公用語 ： 英語
宗教 ： イスラム教、キリスト教、伝統宗教
1人当たり国民総所得（GNI）： 430ドル（08年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、ヨーロッパ、ドバイ経由が一般的
通貨 ： タンザニア・シリング（TZS）　1TZS＝約0.06円（09年12月現在）
気候 ： 海岸地帯は高温多湿の熱帯気候で、3～5月に大雨期、11～12月に小
雨期がある。高原地帯の多い内陸部では1日の気温差が激しく、朝夕は冷え込み
が厳しい。

Tanzania
タンザニア

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

農業生産性の向上と
インフラ整備で
貧困削減を
国民の半数以上が、1日2ドル以下の生活を強い
られているタンザニア。貧困削減と経済成長を実
現するため、JICAは農業、インフラ、ガバナンスなど
の分野を中心に、さまざまな支援を展開している。

　タンザニアは東アフリカで最も政治
的に安定した国の一つであり、2002
年以降、年平均約7％のGDP（国内
総生産）成長率を維持するなど、経済
的にも堅実な成長を続けている。一方
で、1人当たりの所得は、ほかのアフリ
カ諸国と比較しても依然低く、GDPの
約半分を占める農業は、天候に依存
する小規模な自作農が多いため、安
定した収入の確保が難しい状況だ。こ
うした中JICAは、安定した経済成長と
貧困削減を実現するため、農業、イン
フラ、ガバナンスの3分野を中心とした
支援を展開している。
　近年、タンザニアではコメの需要が
急増しており、国内生産だけでは消費
を賄い切れず、生産性の向上が求め

られている。JICAは1970年代より、
北部キリマンジャロ州にて、灌漑施設
の整備や灌漑開発技術者の育成、
農業技術者訓練センターの設立、農
業普及員や農民を対象とした灌漑稲
作研修など、さまざまな支援を実施。コ
メの収量拡大と人々の生計向上に大
きく貢献してきた。
　07年からは、その経験を生かして国
内のより広い範囲で灌漑技術を普及
すべく、プロジェクトを実施中。他地域
の農業研修所でも研修が行えるよう
体制作りを支援しているほか、これま
での協力で技術を身に付けた農業普
及員による、農民を対象とした技術指
導も推進している。
　一方、交通量の増加に伴い交通

渋滞が深刻化している中心都市のダ
ルエスサラームでは、無償資金協力に
よって、混雑が激しい市内と市外を結
ぶ幹線道路の拡張整備を行ってい
る。キルワ道路では、片道一車線が二
車線に拡幅されることで、渋滞緩和と
交通の安全性確保につながるものと
期待されている。

農業技術者訓練セン
ターで、日本人専門家
と農機具の改良につ
いて話し合う
（撮影：船尾修）

二車線化が行われた幹線道路。
将来、中央分離帯にはタンザニア
政府予算によりバス専用レーンが
設けられる予定

フライドポテトの卵とじ
「チプシマヤイ」

タンザニア料理

地球ギャラリー
Vol.16

　
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、メ
ニュ
ー
を
置
い
て
い
な
い

ロ
ー
カ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
い
。日
本
の
２
倍
半

も
あ
る
大
き
な
国
だ
が
、ど
の
店
に
行
っ
て
も

同
じ
メ
ニュ
ー
、同
じ
組
み
合
わ
せ
な
の
で
、メ

ニュ
ー
が
あ
っ
て
も
見
る
必
要
が
な
い
。　

　

そ
ん
な
数
少
な
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
で
最

も
人
気
の
あ
る
メ
ニュ
ー
が「
チ
プ
シ
マ
ヤ
イ
」

と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
の
卵
と
じ
。作

り
方
は
至
っ
て
簡
単
で
、付
け
合
わ
せ
に
は「
カ

チ
ュ
ン
パ
リ
」と
い
う
サ
ラ
ダ
が
欠
か
せ
な
い
。

さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
の
で
、油
を
使
っ
た
チ
プ
シ

マ
ヤ
イ
と
は
絶
妙
の
組
み
合
わ
せ
に
な
る
。

〈
チ
プ
シ
マ
ヤ
イ
〉

【
材
料（
2
人
前
）】

ジ
ャ
ガ
イ
モ
大
２
個
／
卵（
L
L
サ
イ
ズ
１
個
、

ま
た
は
S
サ
イ
ズ
２
個
）／
サ
ラ
ダ
油（
適
量
）

／
塩（
適
量
）／
ケ
チ
ャ
ッ
プ（
お
好
み
）

【
作
り
方
】

１
．ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
太
め
の
く
し
切
り
に
し
、水

に
さ
ら
し
て
ア
ク
抜
き
し
た
後
、水
気
を
し

っ
か
り
ふ
き
取
る
。 

２
．深
め
の
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
弱
め
の
中
火
で
ゆ
っ
く
り
火
が
通
る

ま
で
揚
げ
、油
を
よ
く
切
る
。

３
．油
を
熱
し
た
小
ぶ
り
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
２
を

入
れ
、泡
立
て
た
卵
を
流
し
込
む
。 

４
．卵
が
固
ま
り
か
け
た
ら
フ
ラ
イ
返
し
で
軽
く

押
し
、２
〜
３
分
し
た
ら
ひ
っ
く
り
返
す
。 

5
．十
分
火
が
通
っ
た
ら
お
皿
に
盛
り
付
け
、好

み
に
応
じ
て
塩
、ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
味
付
け
る
。

〈
カ
チ
ュ
ン
バ
リ
〉

【
材
料（
2
人
前
）】

タ
マ
ネ
ギ
１
個
／
ト
マ
ト
２
個
／
ピ
ー
マ
ン
1

個
／
ラ
イ
ム（
レ
モ
ン
）適
量
／
生
唐
辛
子
半

個
／
塩（
適
量
）

【
作
り
方
】

１
．タ
マ
ネ
ギ
は
薄
切
り
に
し
て
水
に
し
ば
ら
く

さ
ら
し
、よ
く
水
切
り
す
る
。 

２
．ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
は
千
切
り
、唐
辛
子
は
み

じ
ん
切
り
に
す
る
。

３
．ラ
イ
ム
を
し
ぼ
り
、塩
、唐
辛
子
と
あ
わ
せ
、

切
っ
た
野
菜
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

in タンザニア

タンザニア

■JICAの協力実績（人数ベース）
2009年3月31日現在

研修員受入

専門家派遣

青年海外協力隊

2008年

564人

40人

45人

累計

7,617人

906人

1,284人

ドドマ ダルエス
サラーム

タンガニーカ湖

ザンジバル島

キリマンジャロ

セレンゲティ
国立公園

事務所開設　1980年

文・写真＝山崎優子
（青年海外協力隊 平成20年度1次隊 PCインストラクター）

灌漑稲作研修を
受ける農民

街の人気メニューとして、お手軽に
食べられる

January 2010                         3637                         January 2010


